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３．５  Forge Certified System Integrator 

これらの報告事例の成果により、当社は Autodesk

の「Forge システムインテグレーター」に認定されるこ

ととなった。 

 

図 13 System Integrators – Autodesk Forge9) 

 

４. 今後の展開 「toBIM シェア」 

BIM を取り巻く環境は目まぐるしく変化し、そのス

ピードに追従していくことがジレンマとなっている。

Connected BIM は、建設業の生産性を劇的に向上さ

せる可能性を秘めているが、システム基盤の構築に

かかる投資は安くない。また、時間も浪費する。これ

を解決するには、業界全体で共創するエコシステム

の構築が不可欠と考える。 

これを実現する構想の一つとして「toBIM シェア」と

いう事業を検討している。これは、特定のお客様の

要望に応じて作ったアプリケーションを汎用化し、そ

のお客様とともに販売していくビジネスモデルである。

開発費を払ったお客様もいくらかの資金回収が見込

め、他のお客様が使うことによってそのツールの精度

が高まり、より使いやすいものへと進化する。 

初期投資ユーザー、購入ユーザー、建設業界の

三方に対して Win-Win-Win の関係を築くビジネスモ

デル、それが「toBIM シェア」である。 

2019 年以降の「toBIM」サービスの発展に、是非ご

期待頂きたい。 
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